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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公表番号】特表2016-540060(P2016-540060A)
【公表日】平成28年12月22日(2016.12.22)
【年通号数】公開・登録公報2016-069
【出願番号】特願2016-518707(P2016-518707)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/40     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 183/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/58     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   18/40     ００９　
   Ｃ０９Ｊ  183/12     　　　　
   Ｃ０９Ｊ   11/06     　　　　
   Ｃ０９Ｊ    7/02     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｌ   15/58     １００　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月16日(2017.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
【化７】

　式中、
　Ｒ１及びＲ２のそれぞれは、水素、１～１０個の炭素を有するアルキル基、及びフェニ
ル基、から独立して選択され、
　Ｒ３及びＲ４のそれぞれは、１～１０個の炭素を有する直鎖アルカン又は分枝鎖アルカ
ンから独立して選択され、
　更に具体的には、いくつかの実施形態では、第１の（シリコーン）セグメントは、以下
の一般式ＩＶを含むことができ、
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５



(2) JP 2016-540060 A5 2017.11.24

【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
【化８】

　式中、一般式ＩＩＩ及びＩＶのｍは１０～９００の範囲の整数である。いくつかの実施
形態では、ｍは６０～８５０の範囲の整数である。いくつかの実施形態では、ｍは５０～
８００の範囲の整数である。いくつかの実施形態では、ｍは２００～６００の範囲の整数
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】

【化９】

　式中、Ｒ５は、１～１０個の炭素を有する直鎖アルカン又は分枝鎖アルカンであり、
　ｑは、５～５００の範囲の整数であり、いくつかの実施形態では、４０～５００の範囲
の整数であり、いくつかの実施形態では、１０～２５０の範囲の整数であり、いくつかの
実施形態では、２０～１００の範囲の整数である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　有用なアミン末端処理化ポリシロキサンは、上述の式ＩＸ内に含まれるジアミン末端処
理化ポリシロキサンを含むことができ、並びに、約７００～１５０，０００ｇ／モルの範
囲の分子量を有する、好ましくは約１０，０００～約６０，０００ｇ／モルの範囲の分子
量を有する、及びより好ましくは約２５，０００～約５０，０００ｇ／モルの範囲の分子
量を有する、アミン末端処理化ポリシロキサンを含むことができる。好適なアミン末端処
理化ポリシロキサン及び該アミン末端処理化ポリシロキサンを作成する方法は、例えば、
米国特許第３，８９０，２６９号（Ｍａｒｔｉｎ）、米国特許第４，６６１，５７７号（
Ｌａｎｅ）、米国特許第５，０２６，８９０号（Ｗｅｂｂら）、米国特許第５，２７６，
１２２号（Ａｏｋｉら）、米国特許第５，５１２，６５０号（Ｌｅｉｒら）、米国特許第
６，４４１，１１８号（Ｓｈｅｒｍａｎら）及び米国特許第６，６６４，３５９号（Ｍｅ
ｌａｎｃｏｎら）に開示されており、これらは参照により本明細書に組み込まれる。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
【化２１】

　式中、ｍが１０～９００の範囲の整数である、実施形態１に記載のコポリマー組成物、
又は実施形態２～１０に記載の感圧性接着剤である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
【化２５】

　式中、ｍが１０～９００の範囲の整数である、実施形態２９に記載の方法である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主鎖構造を有するコポリマーを含むコポリマー組成物であって、
　前記主鎖構造が、
　式Ｉの第１セグメントであって、
【化１】

　式中、Ｘはシリコーンである、式Ｉの第１セグメントと、
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　式ＩＩの第２セグメントであって、
【化２】

　式中、Ｙはポリエーテルであり、
　Ｗは、オキサミド結合及び尿素結合のうち少なくとも１つを含み、
　ｂは０以上の整数であり、
　ｃは１以上の整数であり、
　ｂ＋ｃは少なくとも１である、式ＩＩの第２セグメントと、を含み、
　前記第１セグメント及び前記第２セグメントがＺを介してランダムに接続されており、
Ｚはオキサミド結合及び尿素結合のうち少なくとも１つを含み、並びに
　前記コポリマーは、少なくとも１つの前記第１セグメントと少なくとも１つの前記第２
セグメントとを含む、コポリマー組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物、並びに粘着付与剤及び可塑剤のうち少なくとも１つを含む、
感圧性接着剤。
【請求項３】
　エストラジオール、ニコチン、ニトログリセリン、クロニジン、スコポラミン、リドカ
イン、ブプレノルフィン、リバスティグミン、ドネペジル、フェンタニール、スフェンタ
ニル、テストステロン、カプサイシン、メントール、サリチル酸、オキシブチニン、エチ
ニルエストラジオール、レボノルゲストレル、ノルエチンドロン、メチルフェニデート、
セレジリン、ジクロフェナク、ロチゴチン、ノルエルゲストロミン、グラニセトロン、並
びにこれらの組み合わせから選択される活性剤を更に含む、請求項２に記載の感圧性接着
剤。
【請求項４】
　前記活性剤が抗菌剤を含む、請求項３に記載の感圧性接着剤。
【請求項５】
　前記シリコーンが、式ＩＶに従う式を含み、
【化３】

　式中、ｍが１０～９００の範囲の整数である、請求項１に記載のコポリマー組成物、又
は請求項２～４のいずれか一項に記載の感圧性接着剤。
【請求項６】
　前記ポリエーテルが式ＶＩに従う式を含み、
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【化４】

　式中、ｘは２～６０の範囲の整数であり、及び
　ｗとｙの和が２～８の範囲の整数である、請求項１又は５に記載のコポリマー組成物、
又は請求項２～５のいずれか一項に記載の感圧性接着剤。
【請求項７】
　Ｚが尿素結合を含む、請求項１、５及び６のいずれか一項に記載のコポリマー組成物又
は請求項２～１０のいずれか一項に記載の感圧接着剤。
【請求項８】
　コポリマー組成物の製造方法であって、前記方法が、
　ａ）式ＶＩＩの第１前駆体であって、
【化５】

　式中、Ｘはシリコーンである、式ＶＩＩの第１前駆体と、
　ｂ）式ＶＩＩＩの第２前駆体であって、
【化６】

　式中、Ｙはポリエーテルであり、
　ｂは０以上の整数であり、
　ｃは１以上の整数であり、
　ｂ＋ｃは少なくとも１であり、
　Ｗは、オキサミド結合又は尿素結合のうち少なくとも１つを含む、式ＶＩＩＩの第２前
駆体と、
　ｃ）ジイソシアネート及びオキサレート化合物のうちの少なくとも１つと、を組み合わ
せることを含む、方法。
【請求項９】
　前記第１前駆体が次の一般式
【化１０】

に従う式を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記第２前駆体が次の一般式に従う式を含み、
【化１１】

　式中、ｘが２～６０の範囲の整数であり、
　ｗとｙの和が２～８の範囲の整数であり、
　ｎが少なくとも１である、請求項８又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　Ｗがオキサミド結合を含む、請求項１、５及び６のいずれか一項に記載のコポリマー、
請求項２～７のいずれか一項に記載の感圧接着剤、又は請求項８～１０のいずれか一項に
記載の方法。
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